


Lion Miyagi　2020年11・12月号 2

ガバナー通信

　

慌
た
だ
し
く
一
年
の
幕
が
下
り
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
厳
し
い
外
部
環
境

の
中
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
歩
み
を
止
め
ず
、
社
会
奉

仕
活
動
に
努
め
て
頂
き
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
一
同
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
チ
ー
ム
3
3
2
―
C
と
し
て
リ

ジ
ョ
ン
・
ゾ
ー
ン
間
の
さ
ら
な
る
連
携
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
始
め
に
報
告
で
す
。
木
川
田
前
ガ
バ
ナ
ー

が
、
昨
年
度
の
活
動
に
対
し
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
協
会
よ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
地
区
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

　

続
い
て
今
年
度
重
点
施
策
進
捗
状
況（
2
0
2
0

年
7
月
1
日
～
10
月
31
日
）の
報
告
で
す
。

（
1
）会
員
の
維
持
増
強（
1,
6
1
4
名
、
18
名
増
）

・
各
委
員
会
が
連
携
し
3
3
2
―
C
地
区
リ
ジ
ョ

ン
・
ゾ
ー
ン
内
外
の
ク
ラ
ブ
間
交
流
（
例
会
・
奉

仕
活
動
）を
進
め
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
・
12
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
下
さ
い
）

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
皆
様
、
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
々
と
の

連
携
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
は
各
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
「
お
ら
ほ
の
奉
仕
活
動
コ
ン

テ
ス
ト
」を
計
画
中
で
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
後
日
発
信
し
ま
す
。

　

次
に
第
2
回
全
国
ガ
バ
ナ
ー
会
の
報
告
で
す
。

【
議
案
審
議
】 

全
国
大
会
開
催
に
つ
い
て

（
背
景
目
的
）
今
年
は
国
際
大
会
・
オ
セ
ア
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
地
区
大
会
と
中
止
、
会
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
と
奉
仕
活
動
の
大
切
さ
を
再
確

認
す
る
機
会
を
作
る
。
開
催
日
時
は
未
定
で
す
。

【
報
告
事
項
】 

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
大
学
校
に
つ
い
て

（
背
景
目
的
）

（
1
）
メ
ン
バ
ー
の
資
質
の
向
上
及
び
ク
ラ
ブ
活
性

化
へ
の
支
援

（
2
）
全
国
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る

異
業
種
分
野
の
成
功
者
を
講
師
と
し
て
組
織
化

等
々
、
現
在
3
3
5
―
B
地
区
を
中
心
に
準
備
中

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
と
共
に
様
々
な
事
象

に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
年
末
に
か
け
多
忙
な
時
期
で
す

が
、
皆
様
に
は
新
し
い
年
が
活
力
の
あ
る
明
る
い

年
に
な
り
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
2
）L
C
I
F
・
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金

の
理
解
促
進
（
L
C
I
F
7
7
0
万
円
・
達
成
率

50
%
、
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
1
6
7
万

円
・
達
成
率
50
%
）
皆
様
、
L
C
I
F
・
合
同
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
の
活
用
先
に
つ
い
て
理
解
促
進

（
何
故
基
金
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
？
）
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
あ
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
）を
活
用
し
て
ク
ラ
ブ
内
で
再
確
認
し
て
下

さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
活
用
先
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
記
載
内
容
で
す
。

①
視
力
保
護（
眼
鏡
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
）・
視
力
フ
ァ

	

ー
ス
ト
事
業（
国
際
協
会
）は
今
年
30
周
年
で
す
。

②
青
少
年
支
援（
子
ど
も
食
堂
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・

	

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
乱
用
防
止
）

③
食
糧
支
援（
災
害
援
助
）

④
人
道
支
援（
糖
尿
病
予
防
・
3
バ
ン
ク
支
援
・

	
小
児
が
ん
・
献
血
活
動
）

⑤
環
境
保
全（
ア
ラ
ー
ト
事
業
災
害
支
援
）

	

今
年
度
は
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
災
害
時	

	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
つ
い
て
協
定
も
予
定
し	

	

て
い
ま
す
。

（
3
）P
R
チ
ー
ム
を
設
置
し
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動

告
知
推
進
・
各
ク
ラ
ブ
か
ら
の
奉
仕
活
動
報
告
と

効
果
的
な
ク
ラ
ブ
運
営
の
為
に
オ
ン
ラ
イ
ン
等

様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
業
務
改
善
に
努
め
て

い
ま
す
。（
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
9
・
10
月
号
9
・

ガバナー

L . 永
な が と み

冨  淳
じ ゅ ん じ

次
（名取LC）
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ガバナースローガン

アクティビティスローガン

 1 会員維持増強（増員250名―昨年度退会者238名）
	 ・既存会員を対象としたガイディングセミナーの実施
	 ・マイクラブ・マイファミリー（私のクラブは私の家族）の提唱⇒楽しいクラブ運営
	 ・リジョン・ゾーン間で会員のクラブ訪問を推進
	 　会員数／2019年6月末　1,742名	　　　　　　			クラブ数／58クラブ
	 　　　　　2020年6月末　1,596名						（△146名）	 56クラブ	（△2クラブ）
	 　　　　　　　　	（正会員	 1,167名		）	（入会		91名）
	 　　　　　　　　	（家族会員 429名		）	（退会207名）

 2 LCIF・合同アクティビティ基金の理解促進
	 ・キャンペーン100、合同アクティビティ基金の趣旨・背景・目的を各委員会を通し、活用事例をクラブ会員へ伝えます。
	 （目標）	・LCIF	150,000ドル
	 　　				・合同アクティビティ基金	350万円
	 ・クラブシェアリング交付金制度の活性化

 3 PRチームを設置し、ライオンズの活動を広く地域の方へお知らせする
	 ・PRチームはMC・ライオンみやぎ・IT委員会と各委員会で共同運営します。
	 ①	重点施策の進捗状況を各委員会から報告を受け、各リジョン・ゾーンへ報告する
	 ②	マイライオンにより奉仕活動の報告を受け、活動実績を把握する（奉仕活動報告率目標80%）
	 ③	 332-C地区として奉仕活動を報道機関等で四半期毎告知する

体と心の健康に We Serve

ライオンズの活動を１人でも多くの方へ伝えましょう

　　  CONTENTS
	2	 ガバナー通信
	3	 2020～2021	地区運営方針／1・2月度の予定
	4	 上半期を振り返って
	6	 第2回キャビネット会議／ガバナー公式訪問（2R1Z）
	7	 ライオンズクエスト説明会
	8	 クラブ三役	年末年始ご挨拶
12	 ライオンズ国際平和ポスター・コンテスト審査会
14	 ライオンズクラブ座談会
18	 FWT	ラフターヨガでストレスを吹き飛ばそう
		 薬物乱用防止教育認定講師養成講座
		 フレッシュライオン（仙台宮城野LC）
19	 おらほのアクト自慢　〇女川LC
20	 献金中間発表
21	 ライオンズクエスト・チャンピオン賞を日本初受賞
22	 アクティビティレポート
23	 マンスリー集計表

ライオンズクラブ国際協会 332-C地区
2020年－2021年 地区運営方針

332-C地区関連 1・2月度の予定
日　程 行　事

1	/	29	（金） 第3回名誉顧問会議
（12：00～　キャビネット事務局）

1	/	29	（金） 第1R新年合同例会
（18：00～　仙台国際ホテル）

2		/		5	（金） 第3回キャビネット会議
（14：00～　石巻グランドホテル）

（2020年12月3日現在）
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
半
年
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
半
年
で
し
た
。
１
月
に
国
内
初
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
県
内
で
は
２
月
に
感
染
者
が
確
認
、
３
月

に
は
一
斉
休
校
、
４
月
か
ら
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
自
粛
生
活
が
６
月
頃
ま
で

継
続
。
こ
の
様
な
未
曾
有
の
事
態
の
中
、
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
と
共
に
私
も
第
２
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
通
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
開
催
の
国

際
大
会
・
韓
国
済
州
島
で
の
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
3
3
2
―
C
地
区
年
次
大
会
・

3
3
2
複
合
大
会
と
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
、

各
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
は
通
常
例
会
に
於
い
て
も
W
E
B
例
会
、
メ
ー
ル
例
会
等
々
今
ま

で
に
は
想
像
す
ら
で
き
な
い
状
況
と
成
り
ま
し
た
。

　

私
の
所
属
す
る
仙
台
青
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
も
３
月
か
ら
６
月
ま
で
は
メ
ー
ル

例
会
、
７
月
以
降
は
通
常
例
会
開
催
と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
が
、
未
だ
に
全
ラ
イ
オ

ン
に
会
え
て
い
な
い
事
が
気
掛
か
り
で
す
。
９
月
か
ら
の
永
富
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
に

も
県
内
数
か
所
で
す
が
同
行
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
例
会
訪
問
は
１
リ
ジ
ョ

ン
内
の
ク
ラ
ブ
や
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
時
の
訪
問
だ
け
で
し
た
。
改
め
ま
し
て
リ
ジ
ョ

ン
を
飛
び
出
し
て
の
公
式
訪
問
、
三
役
ス
ク
ー
ル
に
始
ま
り
合
同
例
会
と
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
皆
様
方
か
ら
直
接
の
ご
意
見
を
伺
い
、
ク
ラ
ブ
運
営
に
工
夫
と
ご
配
慮
さ
れ

て
い
る
事
な
ど
お
聞
き
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
い
と
同
時
に
、
今
後
の
活
動
に
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
内
の
各
委
員
会
開
催
は
委
員
長
を
中
心
に
精
力
的
に
開
催
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開
催
に
は
大
変
腐
心
さ
れ
て
お
り
実
現
で
き
な
い
事
が
多

く
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員
の
皆
様
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

我
々
の
モ
ッ
ト
ー「
W
e    

S
e
r
v
e
」の
も
と
で
歩
み
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
事
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
油
断
は
出
来
な
い
状
況
で
す
。
引
き
続
き
気
を
引
き
締
め
て
ラ
イ
オ

ン
の
皆
様
の
命
と
健
康
、
そ
し
て
生
活
を
守
る「
人
を
大
切
に
、
人
に
寄
り
添
う
」事
を

心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　

上
半
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
社
会
全
体
が
様
々
な
制
約
を
受
け
る
中
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
活
動
も
対
応
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
各
ク
ラ
ブ

で
も
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
力
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
沢
山
い
る
以

上
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
を
停
滞
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
地
区
の
活
動
を
停
滞
さ
せ
ぬ
よ
う
、
移
動
三
役
ス
ク
ー
ル
を
皮
切
り

に
、
人
数
を
制
限
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
の
行
事
開
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
し
た
会
議
・
セ

ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
便
性
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
不
便
さ
を
感
じ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
社
会
全
体
と
同
様
に
ラ
イ
オ
ン
ズ

も
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
下
半
期
も
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
は
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

は
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
社
会
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
出
し
、
可
能
な
解
決
方
法
を
知
恵
を

出
し
合
い
考
え
行
動
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
変
化
を
恐
れ
ず
未
来
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を

明
確
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
は
常
に
次
年
度
へ
の
継

続
的
な
取
り
組
み
を
意
識
し
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
半
期
は
I
T
活
用
の
基
盤

づ
く
り
が
計
画
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
な
い
仕
組
み
は
、
今
後
の
活
動
に
活
力

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

下
半
期
、
様
々
な
模
索
を
し
な
が
ら
3
3
2
―
C
地
区
が
停
滞
す
る
こ
と
な
く
活
動

を
維
持
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
御
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
会
員
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第一副地区ガバナー

L.加
か と う

藤 俊
しゅんじ

治
（石巻日和LC）

第二副地区ガバナー

L .遠
えんどう

藤  誠
まこと

（仙台青雲LC）

上半期を振り返って
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年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
に
対

し
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
永
冨
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
上
半
期
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
振
り
返
り
ま

す
と
三
役
ス
ク
ー
ル
、
第
一
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
や
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
、
三
役
だ
け
の
出
席
で
懇
親
会
は
な
く
物
足
り
な
く
感
じ

ま
し
た
が
、
各
地
区
の
会
員
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て

何
よ
り
会
場
の
準
備
や
運
営
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
、
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
方
々
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
て
、
国
よ
り
外
出
自
粛
要
請
が
あ
り
集
会
・
会
議

が
で
き
な
く
な
っ
て
多
く
の
方
々
が
混
迷
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
も
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
い
状
態
で
す
。
会
計
と
し
て
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会

員
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
、
地
区
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
各
委
員
会
の
活
動
が
様
々
な
制
約
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
委
員
長

は
じ
め
副
委
員
長
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
残
り
半
期
会
計
職

を
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

色
鮮
や
か
な
柿
を
手
に
、
冷
た
さ
身
に
感
じ
る
季
節
を
覚
え
る
今
日
こ
の
頃
と
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
に
対
し

絶
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
元
国
際
理

事
・
名
誉
顧
問
菊
地
伸
治
Ｌ
の
突
然
の
ご
逝
去
は
只
々
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
第
１
０
３
回
国
際
大
会
、
第
59
回
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
中
止
と

な
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
よ
り
C
O
V
I
D
―
19
へ
の
対
応
に
つ
い
て
指

示
が
あ
り
ま
し
た
。
当
地
区
と
し
て
も
早
急
に
執
行
部
会
議
を
開
き
、
各
リ
ジ
ョ
ン
毎

に
移
動
三
役
ス
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
旨
を
各
R
C
に
連
絡
し
、
種
々
の
理
解
を
頂
き
７

月
１
日
に
第
１
回
４
R
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
第
５
回
２
R
に
て
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
で
行
っ
て
い
た
一
堂
に
会
し
て
の
三
役
ス
ク
ー
ル
と
違

い
、
各
リ
ジ
ョ
ン
毎
の
三
役
の
皆
様
か
ら
直
接
の
お
話
を
頂
き
共
鳴
し
合
え
る
事
が
出

来
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
し
て
も
多
く
の
成
果
が
あ
り
、
三
役
ス
ク
ー
ル
訪
問
の
意
義
を

感
じ
た
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
発
生
以
来
半
年
が
過
ぎ
、
未
だ
先
の
見
え
な
い
現
状
下
に
あ
り
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
と
し
て
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
９
回
を
計
画
し
、
第
１

回 

９
月
２
日
の
第
５
Ｒ
２
Ｚ
よ
り
10
月
５
日 

２
Ｒ
１
Ｚ
ま
で
８
回
の
開
催
を
完
行
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
各
Ｒ
Ｃ
・
Ｚ
Ｃ
初
め
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
心
意
気
の
お
か

げ
と
存
じ
ま
す
。
又
こ
の
様
な
社
会
状
況
を
勘
案
し
、
最
良
の
施
策
を
講
じ
て
頂
き
８

回
ま
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
に
対
し
ま
し
て
、
全
て
の
会
員
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
９
回
目
の
２
Ｒ
２
Ｚ
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
催
間
際
に
隣
接
地

区
内
に
コ
ロ
ナ
感
染
が
発
生
し
急
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
事
も
合
わ
せ
て
ご
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

お
蔭
様
で
、
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
の
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ス
ロ
ー

ガ
ン
・
地
区
運
営
方
針
が
広
く
理
解
し
て
頂
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
各
委
員
長

初
め
会
員
が
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
共
に
両
輪
で
初
期
の
目
標
を
達
成
で
き
ま
す
よ
う
願
う

も
の
で
す
。
現
在
、
多
く
の
制
約
が
あ
る
も
の
の
、
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
協
議
を

重
ね
て
頂
き
ま
す
事
を
願
う
も
の
で
す
。

　

後
半
に
入
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
を
形
に
し
て
い
た
だ
く
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
第
67
回
地
区
年
次
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
が
沈
静
化
す

る
こ
と
を
念
じ
、
無
事
に
開
催
さ
れ
ま
す
よ
う
願
い
ま
す
。

　

日
を
追
う
ご
と
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
か
健
康
に
ご
留
意
さ
れ

ま
し
て
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

2020-2021  Cabinet Members

キャビネット会計

L .砂
い さ ご

金 喜
き い ち

一
（名取LC）

キャビネット幹事

L.相
あいざわ

澤 十
と し お

四男
（名取LC）



ガバナーアワード

ガバナーアワード

合同アクティビティ基金献金

LCIF	MJF	1,000$献金

LCIF	MJF	1,000$献金

Lion Miyagi　2020年11・12月号 6

Topics

名取LC　L.洞口智寛
亘理LC　L.菊地一男
岩沼LC　L.齋幸一郎
柴田LC　L.平間幸弘
大河原LC　L.井上薫
丸森LC　L.大河内今朝治
山元LC　L.髙野弘幸

L.永冨淳次　名取LC
L.相澤十四男　名取LC
L.砂金喜一　名取LC
L.齋藤剛生　名取LC
L.佐々木圭亮　名取LC
L.菅井誠次　名取LC

　

第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
は
コ
ロ

ナ
禍
の
中
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員
が
集

ま
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
と

っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
始
め
に
永
冨
ガ

バ
ナ
ー
、
加
藤
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
挨
拶
が
あ
り
、
各
委
員
長
か
ら
活
動

報
告
、
幹
事
・
会
計
か
ら
上
半
期
の
報

告
と
続
き
、
審
議
へ
と
進
み
ま
し
た
。

〈
第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
審
議
事
項
〉

第
１
号
議
案

　
決
算
報
告（
2
0
1
9
年
7
月
1
日

　
～
2
0
2
0
年
6
月
30
日
）の
承
認
に

　
つ
い
て
→
議
案
通
り
可
決

第
2
号
議
案

　
上
記
剰
余
金
処
分
案
承
認
に
つ
い
て

　
→
議
案
通
り
可
決

第
3
号
議
案

　
2
0
2
0
～
2
0
2
1
年
度
予
算
修

　
正
に
つ
い
て
→
議
案
通
り
可
決

第
4
号
議
案

　
次
期
地
区
ガ
バ
ナ
ー
及
び
第
一
・
第
二

　
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
立
候
補
届
出
に
つ

　
い
て
→
議
案
通
り
可
決

第
5
号
議
案

　
3
3
2
―
Ｃ
地
区（
第
一
・
第
二
副
地

　
区
）ガ
バ
ナ
ー
選
出
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

　
に
つ
い
て
→
議
案
通
り
可
決

　

議
案
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
よ

り
上
半
期
の
報
告
が
あ
り
、
無
事
会
議

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

L.洞口勝則　名取LC
L.黒崎敏郎　亘理LC

L.永冨淳次　名取LC

川崎LC　L.小原毅
村田LC　L.佐藤琢哉
七ヶ宿LC　L.山田益広

L.佐藤義則　蔵王LC

ガバナー公式訪問

内田ZC挨拶 菊地RC挨拶

永冨ガバナー挨拶

10月5日（火）
ホテル原田

HOST CLUB
岩沼LC

RC／L.菊地一男	（亘理LC）
ZC／L.内田洋一	（岩沼LC）

2R1Z

■2R2Zのガバナー公式訪問は
新型コロナウイルス感染の影響
で延期されました。今号ではガ
バナーアワード受賞者と献金者
の氏名のみ掲載いたします。

※掲載の献金者名は、キャビネット事
務局の事前調査書に基づいた、LC IF  
MJF（1000＄献金者）、合同アクティ
ビティ基金献金者（10万円以上）です。
当日、目録等で献金された方は含まれ
ておりませんのでご容赦ください。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会 

3
3
2
―
C
地
区

日
時
◇
2
0
2
0
年
11
月
17
日（
火
） 

　 

場
所
◇
名
取
市
増
田
公
民
館

第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

2R 2Z
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活
動
報
告

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

日
時
◇
2
0
2
0
年
10
月
22
日（
木
）

場
所
◇
株
式
会
社
ナ
リ
サ
ワ 

2
F

日
時
◇
2
0
2
0
年
10
月
21
日（
水
）

場
所
◇
東
北
福
祉
大
学

	

国
見
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
◇
2
0
2
0
年
10
月
26
日（
月
）

場
所
◇
東
北
福
祉
大
学

	

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

7
月
に
ク
エ
ス
ト
説
明
員
と
し
て
の
資

格
を
い
た
だ
い
て
初
め
て
の
活
動
は
、
20

名
程
の
参
加
者
の
も
と
1
時
間
程
度
の
持

ち
時
間
で
開
催
し
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
説

明
で
反
省
点
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
参
加

者
の
方
々
は
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
た
だ

き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
概
ね
満
足
、

ま
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
取
り
組
め

る
と
感
じ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
参
加
者
に
ク
エ
ス
ト
を

実
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ス
ラ
イ
ド
と

組
み
合
わ
せ
て
模
擬
授
業
な
ど
を
取
り
入

れ
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間

で
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
、
ま
だ
ま
だ
工

夫
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

回
を
重
ね
る
こ
と
で
効
果
的
な
説
明
会
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ク
エ

ス
ト
の
説
明
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
わ
れ

る
ク
ラ
ブ
は
、
遠
慮
な
く
声
掛
け
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
馳
せ
参
じ
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

	

第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー　
　

	　

L
加
藤
俊
治（
石
巻
日
和
L
C
）

こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
教
育
的
な

効
果
に
つ
い
て

説
明
を
進
め
ま

し
た
。

　

特
に
、
将
来

子
ど
も
に
か
か

わ
る
職
業
や
、

対
人
援
助
の
仕

事
を
め
ざ
す
学

生
に
は
是
非
受

講
し
て
も
ら

い
、
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
教
育
が
目

指
す
も
の
が
子

ど
も
た
ち
の
育

ち
に
つ
な
が
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
全
て
の
活
動
に
お
い
て
、
他
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会
が
限
ら
れ
た
形
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
開
催
方
法
を
工
夫
し
て
、
話
し

合
い
、
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
協
議
、
振

り
か
え
り
に
よ
っ
て
気
付
き
を
促
す
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
エ
ス
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
広
げ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
乱
用
防
止
副
委
員
長

L
大
西
孝
志（
石
巻
日
和
L
C
）

　

東
北
福
祉
大
学
に
お
い
て
は
、
9
月
か
ら
一
部
で

対
面
の
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
、
将
来
教
員
・
保
育
士
を
目
指
す
学

生
を
対
象
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
及

び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
本
年
1
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
た
先
輩
た
ち
の
活
動
の
様
子（
写
真
）を
見
せ
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
大
ま
か
な
流
れ
を
つ
か
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
学
生
の
中
に
は
す
で
に
基
本
編
を
受
講
し

て
い
る
者
も
お
り
、
説
明
時
に
、
自
ら
の
体
験
談
を

話
し
て
く
れ
る
な
ど
、
初
め
て
説
明
を
聞
く
者
に
も

分
か
り
や
す
い
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
エ
ネ
ジ
ャ
イ
ザ
ー（
元
気
の
出
る
活
動
）
と

し
て
、「
人
間
の
輪
」
つ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
少
人

数
で
あ
れ
ば
簡
単
に
で
き
る
こ
と
も
、
23
人
に
な
る

と
、
声
が
け
、
協
力
、
工
夫
が
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ

ん
。
大
き
な
1
つ
の
輪
が
完
成
し
た
時
に
は
思
わ
ず

全
員
か
ら
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
教
育
実
習
で
使
え
る
」「
集
団
活
動
の
は
じ
め
の
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
に
よ
い
」
と
い
う
よ
う
な
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
流
れ

に
つ
い
て
は
、
来
年
1
月
に
予
定
し
て
い
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
受
講
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の
狙
っ
て
い
る
こ
と
、

東
北
福
祉
大
学
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

石
巻
中
央
L
C
・
石
巻
日
和
L
C
合
同
例
会
で

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

説
明
会
を
開
催
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名取LC

仙台LC

仙台いずみLC

仙台青葉LC

仙台杜LC

仙台エコーLC

仙台東LC

仙台広瀬LC

仙台シティLC

仙台五城LC

仙台青雲LC

仙台萩LC

仙台わかば支部

仙台宮城野LC

仙台泉中央LC

仙台結支部

遠藤	雅人

西巻	徹

佐藤	明

佐藤	武志

佐々木	弘子

阿部	正敏

原田	尚樹

石山	一雄

中居	健一郎

柴山	恵美

大庭	雅寛

佐藤	なな子

湯澤	一也

後藤	勇夫

嶋田	葵

佐々木	圭亮

菅井 誠次

山田 倫明

石川 隆穂

佐藤 わか子

庄司 洋子

橋本 誠一

山田 憲司

澁谷 孝志

佐々木 好信

清水 美奈子

佐藤 真弓

及川 繁

後藤 久郎

中村 等

斎藤 範夫

對馬 良美

齋藤	剛生

伊藤	陽一

佐藤	渉

笹原	毅

千葉	和宏

阿部	善信

伊藤	俊一

後藤	道博

熊谷	真友

豊口	寿郎

渡辺	エリ

小野寺	信介

狩野	恵子

湯澤	典男

阿部	千晴

弘岡	和代

も
う
一
歩
前
に
踏
み
込
む
想
い
を

胸
に
　
W
e   

S
e
r
v
e

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

未
来
へ
　
W
e   

S
e
r
v
e

半
世
紀
に
向
っ
て
心
を
会
わ
せ
　

W
e   

S
e
r
v
e
！

人
の
喜
び 

我わ

が
喜
び
に
、

み
ん
な
笑
顔
で 

W
e   

S
e
r
v
e

力
を
合
わ
せ
、
初
心
に
戻
り
、

ウ
ィ
サ
ー
ブ

新
し
い
明
日
に
進
も
う

W
e   

S
e
r
v
e

今
日
よ
り
明
日

W
e   

S
e
r
v
e

「
社
会
奉
仕
と
友
情
で
、

  

共
に
築
こ
う
信
頼
の
和
」

思
い
や
り
団
結
力
で
未
来
を
切
り

開
こ
う
　
W
e   

S
e
r
v
e

心
一
つ
に
一
致
団
結

W
e   

S
e
r
v
e

時
は
今
！
　
新
時
代
を
共
に
つ
く

ろ
う
　
W
e   

S
e
r
v
e

さ
あ
！
　
前
に
進
も
う
、

萩
ら
し
く
。

奉
仕
の
心
と
仲
間
の
絆
で

W
e   

S
e
r
v
e

真
実
一
路
　
ウ
ィ
・
サ
ー
ブ

「
日
々
を
積
み
重
ね
、

  

明
る
い
未
来
を
築
こ
う
！
」

「
未
来
に
希
望
を
　
～
人
か
ら
人
へ

　心
を
つ
な
げ
て
～
」

クラブ三役 年末年始ご挨拶

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計
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亘理LC

丸森LC

川崎LC

塩釜LC

岩沼LC

山元LC

白石益岡LC

多賀城LC

柴田LC

蔵王LC

村田LC

七ヶ浜LC

大河原LC

蔵王サクラ支部

七ヶ宿LC

仙台高砂LC

丸子	正幸

小野	一宏

菅原	健一

鈴木	健一

結城	礼子

大和	晴美

秋山	きみ子

佐藤	貴史

安部	俊三

宍戸	弘子

小林	茂

千葉	宗太

井上	薫

	

佐藤	俊信

渡辺	好広

渡邉 健一

渡辺 良仁

鈴木 正司

鈴木 嘉仁

菊地 忍

齋藤 慶治

髙橋 恵美子

加藤 則博

村上 裕一

小野寺 一昭

櫻中 辰則

佐藤 壮一

渋口 通

太田 富造

梅津 輝雄

鈴木 伸俊

渡邉	重益

八島	克之

小菅	淑人

工藤	雅彦

川口	司

髙橋	良一

箱崎	ひとみ

三浦	裕一

髙橋	盛次

古山	孝夫

佐藤	琢哉

佐藤	勝三

西山	茂人

太田	律子

吉田	修

佐藤	護

笑
顔
で
前
進

W
e   

S
e
r
v
e

次
世
代
に
笑
顔
を
！！

ウ
ィ
サ
ー
ブ

コ
ロ
ナ
収
束
　
楽
し
い
例
会

ウ
ィ
サ
ー
ブ

『
心
を
ひ
と
つ
に

  

W
e   

S
e
r
v
e
』

多
様
性
を
力
に
！

W
e   

S
e
r
v
e

や
っ
て
み
よ
う
！

W
e   

S
e
r
v
e

ま
ず
自
分
　
そ
し
て
回
り
を

大
切
に
！
　
W
e   

S
e
r
v
e

燦
燦
の
笑
顔
で
　
こ
こ
ろ
豊
か
に

W
e   

S
e
r
v
e

奉
仕
の
誠
心
に
共
感

今
こ
そ
広
げ
よ
う
奉
仕
の
誠
意

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
輪
　
広
げ
よ
う
　

W
e   
S
e
r
v
e

楽
し
い
例
会
　
心
一
つ
に

ウ
ィ
サ
ー
ブ

い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も
　
地
域
と

と
も
に
　
W
e   

S
e
r
v
e

増
や
そ
う
仲
間
！
　
ラ
イ
オ
ン
ズ

精
神
で
笑
顔
の
環
と
奉
仕
の
心

W
e   

S
e
r
v
e

絆
を
深
め
　
ウ
ィ
・
サ
ー
ブ

思
い
や
り
の
心
で

W
e   

S
e
r
v
e

2020-2021  Lions Clubs International 332-C

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計
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南三陸志津川LC

仙台いわきりLC

塩釜中央LC

東松島LC

石巻桃生LC

利府LC

富谷LC

石巻中央LC

石巻河南LC

仙台ニューポートLC

石巻LC

女川LC

石巻めぐみ野LC

大和エコーLC

石巻アゼリア支部

石巻日和LC

三浦	知則

小林	香代子

髙橋	直樹

宇角	安弘

太田	忍

今井	厚志

奥田	江利子

和田	重悦

川村	聖子

菅野	仁

木村	敏彦

西條	正昭

渡邊	仁

高橋	きく子

及川	鏡子

佐藤	克哉

沼倉 博希

佐山 正光

星 仁

八木 登喜雄

岩倉 宏

蜂谷 隆祐

宮城 美智彦

阿部 浩

佐藤 政治

針生 信夫

葛西 慶也

伊藤 俊

石川 達雄

佐藤 潤

狩野 節子

阿部 和芳

千葉	伊佐夫

加藤	茂男

大橋	貴利

及川	潔

佐々木	康雄

鈴木	敬子

阿部	寿彦

佐藤	朋彦

近藤	孝

板橋	知春

片岡	章記

橋本	裕

佐々木	寿徳

三浦	孝宏

阿部	りつ子

関谷	朱美

連
携
・
協
調
・
ソ
ノ
サ
キ
へ
　

W
e   

S
e
r
v
e

み
ん
な
で
乗
り
切
ろ
う
　
未
来
に

幸
あ
れ
　
ウ
ィ
サ
ー
ブ

奉
仕
で
開
く
明
る
い
明
日

人ヒ

ト間
を
育
て
る
ふ
る
さ
と
に

恩
義
を
示
そ
う
　
ウ
ィ
サ
ー
ブ

共
に
築
こ
う
地
域
の
繁
栄

W
e   

S
e
r
v
e

「
奉
仕
」

苦
難
を
乗
り
越
え
、

ウ
ィ
・
サ
ー
ブ

優
し
い
心
で
笑
顔
の
奉
仕

W
e   

S
e
r
v
e

明
る
く
元
気
に

W
e   

S
e
r
v
e

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
！

心
ひ
と
つ
に
ウ
ィ
サ
ー
ブ

今
だ
か
ら
こ
そ
、
笑
顔
と
い
う
名

の
華
を
咲
か
そ
う 

W
e    

S
e
r
v
e

女
川
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
　
W
e   

S
e
r
v
e

共
に
支
え
合
お
う

そ
し
て
　
明
る
く
楽
し
く

“50
年
の
歴
史
に
感
謝
・

  

新
た
な
出
発
”

輪
を
も
っ
て
　
つ
な
ご
う

未
来
へ
　
W
e   

S
e
r
v
e

ク
ラ
ブ
の
和
　
地
域
と
共
に
　

W
e   

S
e
r
v
e

クラブ三役 年末年始ご挨拶

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計
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気仙沼LC

鹿島台LC

古川中央LC

古川ライオネスクラブ

佐沼LC

涌谷LC

志波姫LC

宮城学院さくらレオクラブ

中田LC

古川古城LC

築館LC

東北学院大学つばさレオクラブ

古川LC

栗原若柳LC

加美LC

小山	憲一

伊藤	宏	

畠山	光平

吉田	静江

髙橋	勝昭

村上	洋次郎

伊藤	正吾

遠藤	沙笑

及川	伸哉

	

千葉	清

佐藤	晃司

福原	ひろ子

佐竹	修

小山	節美

菅野 潔

松田 正敏

佐藤 政志

高橋 順子

近藤 健悦

浅野 健

佐々木 弘

田中 友理

日下 俊

村松 秀雄

菅原 勝直

大友 健

佐々木 裕治

瀬戸 健治郎

佐々木 政子

宮井	和夫

沼澤	政敏

遠藤	康之

皆川	裕美

小野	寛次

菅原	清一

白鳥	康弘

佐竹	美来

鮱名	修

金野	清久

若林	美成

野呂田	哲平

猪股	昭一

熊谷	孝治

熊谷	雅之

W
e   

S
e
r
v
e
！

～
人
に
や
さ
し
く
～

ゆ
か
い
に
　
た
の
し
く

ウ
ィ
サ
ー
ブ

地
域
の
健
全
発
展
を
願
い
！
　

W
e   

S
e
r
v
e

あ
た
た
か
い
　
ふ
れ
あ
い
の
心
を

W
e   

S
e
r
v
e   

t
o
o

新
し
い
未
来
へ
　
手
を
携
え

ウ
ィ
サ
ー
ブ

L
I
O
N
S 

S
O
U
L

―
打
つ
手
は
無
限
―

脱
新
型
コ
ロ
ナ
　
安
心
の
世
界
を

早
く
　
W
e   

S
e
r
v
e

思
い
や
り
の
心
で
楽
し
く

W
e   

S
e
r
v
e

新
た
な
一
歩

W
e   
S
e
r
v
e

地
域
に
根
ざ
し
た
　
変
わ
ら
な
い

奉
仕
を
　
W
e   

S
e
r
v
e

『
手
を
取
り
合
い
　
心
を
一
つ
に 

 

ウ
ィ
サ
ー
ブ
』

信
頼
と
友
情
で

W
e   

S
e
r
v
e

明
る
い
未
来
を
信
じ
て

W
e   

S
e
r
v
e

2020-2021  Lions Clubs International 332-C

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 計

会 長

幹 事

会 計

会 長

幹 事

会 計
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2
0
2
0
年
11
月
24
日（
火
）に
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
事
務
局
に
お
い
て
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
国

際
平
和
ポ
ス
タ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
3
3
2
―

C
地
区
審
査
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審

査
会
に
お
い
て
、
最
優
秀
ガ
バ
ナ
ー
賞
１

点
、
優
秀
賞
２
点
、
努
力
賞
3
点
の
受
賞
作

品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
賞
は
、
独
創
性
、
芸
術
的
価
値
、
そ
し

て
今
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
奉
仕
で
平
和
を
実
現
し
よ
う
」の
表
現
力
に

基
づ
き
、
M
C
・
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
・
I
T

委
員
会 

齋
藤
裕
子
委
員
長
を
中
心
に
、
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ
り
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
、
加
藤
第

一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
遠
藤
第
二
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
、
相
澤
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
の
も

と
、
厳
正
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
石
巻
め
ぐ
み
野
L
C
か
ら

出
展
さ
れ
た
、
石
巻
市
立
桃
生
中
学
校
1
年

生
の
伊
丸
岡
杏
摘
さ
ん
の
作
品
が
ガ
バ
ナ
ー

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
伊

丸
岡
さ
ん
は
、
作
品
に
つ
い
て
「
平
和
な
世

界
に
す
る
た
め
に
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
を
取
り
合
う
姿
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
描
き
ま
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
審
査
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
は

っ
き
り
と
わ
か
り
や
す
く
作
品
が
描
か
れ
て

お
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
奉
仕
で
平

和
を
実
現
し
よ
う
』
が
と
て
も
よ
く
表
現
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
人
々
が
手
を
繋
ぎ
合
い
、

様
々
な
奉
仕
の
姿
を
描
い
た
構
図
か
ら
、
奉

仕
で
平
和
を
実
現
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
優
し
さ
と

思
い
や
り
を
絵
の
全
体
か
ら
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

齋
藤
委
員
長
は
、
審
査
を
終
え
て
、「
選

考
に
残
っ
た
作
品
は
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く

審
査
に
は
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
今
年

度
の
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ

を
、
子
ど
も
た
ち
が
し
っ
か
り
と
個
性
と
感

性
を
出
し
て
表
現
し
て
く
れ
ま
し
た
」。
さ

ら
に
、「
最
優
秀
ガ
バ
ナ
ー
賞
と
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
作
品
が
各
段
階
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

次
々
と
進
む
よ
う
、
地
区
で
応
援
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
伊
丸
岡
さ
ん
を
は
じ
め
と
し

た
皆
様
の
平
和
を
願
う
心
が
全
世
界
の
人
々

に
伝
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
出
展
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ク

ラ
ブ
の
皆
様
、
そ
し
て
地
区
の
関
係
者
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
協
会	

3
3
2
―
C
地
区　
2
0
2
0
―
2
0
2
1
年
度

 
ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会
を
開
催

審査会の様子
一品一品丹念に審査されました
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応募にはキットを買ってね

締切
に注
意

して
ね !

　ライオンズ国際平和ポスター・コンテストは、世界平和
の気持ちを独創的に表現し、そのビジョンを世界に伝え
る機会を子供たちに与えるため、1988年に設けられまし
た。毎年、75ケ国の約350,000人の子供たちがコンテス
トに参加しています。世界中のライオンズクラブが、地域
の学校や青少年団体でライオンズ国際平和ポスター・コン
テストを主催し、世界中の子供たちに平和へのビジョンを
表現するよう奨励しています。

　コンテストでは、独創性、芸術性、テーマをどう表現し
ているかについて審査されます。そして、地域、地区、複
数地区、そして国際的なレベルと、いくつかの段階で審査
されます。国際レベルでは、芸術、平和、青少年、教育、
マスコミの各分野から選ばれた審査員が、1人の大賞受賞
者と23人の優秀賞受賞者を決定します。1名の国際大賞受
賞者には5,000ドルが授与され 、特別授賞式に招待されま
す。23名の優秀賞受賞者には、それぞれ500米ドルの賞
金と表彰状が贈られます。

1月15日	 キット販売開始日

10月1日	 キットを購入する締め切り日

11月15日	 クラブが受賞ポスターを1点、	
	 地区ガバナーに送る期限
	 （消印有効）

12月1日 地区ガバナーが地区の入賞ポスター
 を1点、複合地区協議会議長に送る
 期限（消印有効）

12月15日 複合地区協議会議長が、入賞ポスタ
 ーを1点、国際本部のPR課に提出す
 る期限（消印有効）

翌年2月1日 国際レベルのコンテスト入賞者は、
 この日までに通知を受けます

努力賞
阿部 蒼花さん

（仙台市立中野栄小）

努力賞
井上 凪子さん

（涌谷町立涌谷中）

努力賞
熊谷 風雅さん

（涌谷町立箟岳白山小）

優秀賞
野崎 紗那さん（石巻市立蛇田中）

優秀賞
今野 星文さん（石巻市立青葉中）

最優秀ガバナー賞
伊丸岡 杏摘さん（石巻市立桃生中）

ライオンズ国際平和ポスター・コンテストとは 国際平和ポスターコンテストの流れ

受賞作品

次年度は奮って参加しましょう！
332-C地区 各クラブの皆様
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ご
縁
、
会
員
同
士
の
絆
、

奉
仕
へ
の
思
い
…

北
川
L　
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
私
は
、
10
年
程
前
、
尊
敬
す
る
大
学

の
大
先
輩
に
「
エ
コ
ー
は
い
い
ク
ラ
ブ
だ
か

ら
」
と
お
誘
い
を
受
け
入
会
し
ま
し
た
。
お

話
の
通
り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
人
ば
か
り

で
、
活
動
を
通
じ
て
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
方
々
と
の
つ
な
が
り

が
継
続
で
き
た
最
大
の
理
由
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
生

が
変
わ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

小
野
寺
一
昭
L　
私
は
、
気
仙
沼
生
ま
れ
で

仙
台
に
住
ん
で
お
り
ま
す
が
、
蔵
王
L
C
に

司
会　
本
日
は
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
座
談

会
」
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
の
座
談
会
の
進
行
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹

事
を
拝
命
し
て
い
る
石
巻
日
和
L
C
の
松
田

と
申
し
ま
す
。
本
日
は
皆
様
に
奉
仕
活
動
の

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
テ
ー
マ
に
お
話
い
た

だ
き
、
地
区
の
活
性
化
を
推
進
す
る
き
っ
か

け
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
最
初
に
皆
様
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と
の
出
会
い
と
こ
れ
ま
で
継
続
で
き
た
要

因
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
北
川
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2020年11月24日（火）　江陽グランドホテルにて

永冨ガバナーとライオンみやぎ委員会	齋藤裕子委員長のリードで、
「ライオンズクラブ座談会」という素晴らしい企画が実現しました

<参加者>	
永冨	淳次　ガバナー	(名取LC)	
1R　北川	英之　キャビネットアドバイザー	(仙台エコーLC)	
2R　小野寺	一昭　蔵王LC会長	(蔵王LC)	
3R　小野寺	淳一　GLT委員会副委員長	(仙台ニューポートLC)	
4R　浅野	浩章　GMT委員会副委員長	(石巻日和LC)	
5R　浅野	健　涌谷LC会長	(涌谷LC)	
<司会> 
松田	弘美　GST・国際関係・YCE・レオ委員長
　　　　　　兼キャビネット副幹事	(石巻日和LC)	
<企画>	
齋藤	裕子　ライオンみやぎ委員長（仙台エコーLC）
<記録>	
佐々木	寿徳　ライオンみやぎ委員会副委員長（石巻めぐみ野LC）
倉林	三四郎　ライオンみやぎ委員会副委員長（仙台エコーLC）

ライオンズクラブ座談会L i o n
Miyagi
特別企画
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所
属
し
て
い
ま
す
。
5
年
前
、
現
在
の
会
社

設
立
を
機
に
、
蔵
王
L
C
の
高
野
L
よ
り
お

誘
い
を
い
た
だ
き
入
会
し
ま
し
た
。
私
も
ク

ラ
ブ
の
方
々
の
人
柄
に
恵
ま
れ
良
い
ご
縁
を

感
じ
た
事
が
、
継
続
で
き
た
理
由
で
す
。
仙

台
か
ら
の
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ご
配

慮
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
ク
ラ
ブ
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
野
寺
淳
一
L　
元
々
、
若
い
時
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
イ
メ

ー
ジ
は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
市
議
会
議

員
の
経
験
を
経
て
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
き
入
会
し
ま
し
た
。

積
極
的
な
活
動
へ
の
参
加
を
心
が
け
、
明

確
に
活
動
の
趣
旨
を
決
め
、
役
を
頂
き
、

楽
し
く
活
動
で
き
た
こ
と
が
継
続
で
き
た

要
因
で
す
。

浅
野
浩
章
L　
私
は
、
2
0
2
0
年
3
月
に

入
会
し
た
ば
か
り
で
す
。
昔
か
ら
、
奉
仕
活

動
に
興
味
が
あ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
活
動
し

て
い
た
高
校
の
先
輩
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
き

入
会
し
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕
活
動

に
と
て
も
共
感
し
、
賛
同
し
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
の
先
輩
も
素
晴
ら
し
い
方
々
ば
か
り
で

す
。
入
会
し
て
間
も
な
い
で
す
が
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
奉
仕
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
野
健
L　
私
は
涌
谷
町
の
葬
儀
社
に
籍
を

置
き
、
地
元
の
お
寺
の
住
職
の
方
々
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
方
々
と
の
交
流
が
あ
り
ま

小
野
寺
一
昭
L　
私
の
印
象
に
残
っ
て
い
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
蔵
王
町
内
の
小
学
校

５
校
の
５
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

「
食
育
教
室
」
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
。

地
元
の
フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
に
お
願
い
を
し
、

野
菜
や
お
肉
な
ど
蔵
王
町
の
食
材
の
み
を
使

用
し
、
食
材
の
解
説
を
交
え
、
子
供
た
ち
に

地
元
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
お
い
し
い
料
理
で
子
供
た
ち
が
喜
ん

で
い
る
姿
が
印
象
的
で
す
。
ま
た
、
献
血
活

動
は
長
年
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当
ク
ラ
ブ

で
は
検
眼
活
動
も
始
め
、
こ
ち
ら
も
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
野
寺
淳
一
L　
私
は
、
合
同
の
地
域
清
掃

活
動
で
す
。
2
年
前
に
宮
城
の
レ
オ
ク
ラ
ブ

と
大
阪
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
で
清
掃
活

動
が
で
き
た
こ
と
は
思
い
出
深
く
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
台
風
被
害
を
受
け
た
角
田
市

で
の
支
援
活
動
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

災
害
弱
者
、
置
い
て
け
ぼ
り
地
区
の
実
態
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
支
援
活
動
の

あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
活
動
で
し
た
。

浅
野
健
L　
私
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
。
先
月

で
、
ク
ラ
ブ
の
垣
根
を
超
え
た
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
団
結
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

つ
目
が
、
2
0
1
3
年
に
開
催
さ
れ
た
「
復

興
支
援 

千
昌
夫
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」
で

す
。
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
被
災
者
の
方
々
に
笑
顔
を
届
け
る
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
、
何
十
台
の
バ
ス
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
、
2,
0
0
0
人
ほ
ど
の
方
々
が
コ

ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
企
画
は
、
心

の
復
興
支
援
が
必
要
と
さ
れ
た
当
時
、
地
区

年
次
大
会
の
記
念
事
業
と
し
て
東
京
の
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
と
の
地
区
と
地
区
と
の
合

同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
し
た
。
三
つ
目
は
、

「
ス
ナ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
全
国
大
会
の
ス
ポ
ン
サ

ー
ド
ア
ク
ト
」
で
す
。
仙
台
エ
コ
ー
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
し
た
が
、
地
区
内
の
多
く
の

ラ
イ
オ
ン
の
方
々
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
供
た
ち
が
生
き
生
き
と
プ
レ
ー
す

る
姿
は
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
、

様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
形
が
あ
る
の
だ

と
実
感
で
き
、
人
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
様
々

な
こ
と
が
実
現
で
き
る
の
だ
と
感
じ
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
理
由
で
す
。

す
。
そ
う
し
た
交
流
の
中
で
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
活
動
に
つ
い
て
よ
く
耳
に
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
分
な
ど
入
会
で
き
る
資
格

も
時
間
も
経
済
力
も
な
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
、
あ
る
住
職
さ
ん
か
ら
呼
び
出

し
が
あ
り
、
入
会
の
お
誘
い
を
受
け
ま
し

た
。
先
輩
の
ラ
イ
オ
ン
か
ら
「
全
部
や
ろ

う
と
す
る
か
ら
苦
し
い
。
経
済
的
に
余
裕
の

あ
る
人
は
お
金
。
頭
が
い
い
人
は
知
恵
。
体

力
が
あ
る
な
ら
体
で
奉
仕
活
動
を
推
進
す
れ

ば
い
い
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
そ
れ
で
い
い
ん
だ

よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
活
動
へ

の
ヒ
ン
ト
を
得
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

積
極
的
に
汗
を
か
こ
う
と
思
い
活
動
す
る
う

ち
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
活
動
も
す
る
よ
う
に

な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
現
在
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

司
会　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
思
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
は
次
に
、
皆
さ
ん
が

実
施
さ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
中
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
事
例
と
そ
の
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

北
川
L　
は
い
。
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
、
2
0
1
2
年
に
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
仙
台

工
場
で
開
催
さ
れ
た
「
復
興
支
援 

ラ
イ
オ

ン
ズ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で

す
。
運
動
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
た
被
災
者
の

方
々
へ
の
地
区
の
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

北川英之
キャビネットアドバイザー

 (仙台エコーLC)

小野寺一昭
蔵王LC会長
 (蔵王LC)

ライオンズクラブ座談会
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の
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
で
も
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ラ
イ
オ
ン
が
サ
ン
タ
に
な
り
、
各
家

庭
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
で
す
が
、
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
。

こ
れ
は
メ
ン
バ
ー
も
喜
ぶ
企
画
で
す
。
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
楽
し
さ
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
地
区
全
体
で
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

実
施
す
る
の
が
夢
で
す
。
と
て
も
面
白
い
と

思
い
ま
す
。
お
金
も
か
か
ら
な
い
し
、
一
緒

に
や
り
ま
せ
ん
か
？ 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災

の
支
援
活
動
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
当

ク
ラ
ブ
で
は
、
当
時
、
日
夜
復
旧
捜
索
活
動

に
奔
走
す
る
自
衛
隊
の
皆
様
に
せ
め
て
温
か

い
も
の
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
お
ぼ
ろ
汁
を
提
供
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
好
評
で
、
防
衛
大

臣
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

永
冨
ガ
バ
ナ
ー　
皆
さ
ん
の
お
話
、
と
て
も

興
味
深
く
嬉
し
く
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
活
動
が
継
続
さ
れ
、
大
き
な

輪
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
イ
メ
ー
ジ
で
き

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
こ
う
し
て

お
話
し
い
た
だ
い
た
他
に
も
ラ
イ
オ
ン
ズ

に
は
素
晴
ら
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
県
民

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
の
が
私
の
願
い
で
す
。

地
域
の
方
々
に
求
め
ら
れ
る

奉
仕
活
動

司
会　
次
に
、
奉
仕
活
動
と
地
域
連
携
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
ラ

浅
野
浩
章
L　
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
知
名
度
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
方
々
は
実

際
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か

を
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
様
々
な
方
法
を
使
っ
て
、
ア
ピ

ー
ル
し
、
地
域
の
方
々
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
と
ス
キ
ル
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

エ
ス
ト
や
薬
物
乱
用
防
止
、
様
々
な
支
援

活
動
な
ど
）
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
環

境
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
地
域
の
方
々
が
求
め
る
奉
仕
活
動
に

近
づ
い
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

小
野
寺
一
昭
L　
大
き
な
自
然
災
害
が
特
に

こ
こ
数
年
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
災
害
時

の
ス
ム
ー
ズ
な
物
資
供
給
や
炊
き
出
し
な
ど

が
望
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
小
中
学
生
な
ど
、
子
供
た
ち
を
メ
イ
ン

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
へ
の
協
賛
も
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
の
人
口
の

減
少
、
共
働
き
家
庭
の
増
加
等
、
様
々
な
事

情
に
よ
り
既
存
の
野
球
チ
ー
ム
や
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、
支
援
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

済
活
動
な
ど
生
活
に
関
わ
る
全
て
の
事
象
が

様
変
わ
り
し
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

模
索
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
奉
仕

の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
加

え
て
、
今
後
さ
ら
に
頻
発
す
る
で
あ
ろ
う
自

然
災
害
や
社
会
に
蔓
延
す
る
諸
問
題
。
限
界

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
全
て
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
地
域

に
望
ま
れ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
へ
の
道
だ
と
思
い

ま
す
。
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
今
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
地
域
の
声

に
耳
を
傾
け
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化

す
る
「
求
め
ら
れ
る
支
援
」
を
一
つ
一
つ
実

行
し
て
い
き
た
い
で
す
。

小
野
寺
淳
一
L　
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

奉
仕
活
動
を
行
う
と
い
う
お
話
を
聞
い
て
い

て
、
も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の

活
動
と
地
域
の
要
望
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
減
ら

し
て
い
く
仕
組
み
や
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
で

き
な
い
か
？
と
考
え
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
の

方
法
は
い
ろ
い
ろ
模
索
で
き
る
は
ず
で
す
。

メ
ン
バ
ー
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
問
題
解
決

の
協
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
す
。

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
地
域
社
会
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
に
奉
仕
活
動
を
継
続
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
現
状
や
よ
り
地
域
か
ら

望
ま
れ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
な
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

北
川
L　
実
際
の
と
こ
ろ
、
仙
台
の
ク
ラ
ブ

は
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
展
開
す
る
と
い
う
の
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
仙
台
と
い
う
地
域
が
広
範
囲
で
奉
仕

の
的
を
絞
り
き
れ
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で

す
。
現
在
、
社
会
の
大
き
な
変
化
の
う
ね
り

の
中
で
奉
仕
活
動
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
ラ

イ
オ
ン
ズ
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
歴
史
を

活
か
し
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
弱
い
立
場
の
人

た
ち
を
代
弁
す
る
）
の
精
神
で
、
地
域
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
動
く
と
い
う
形
が
望
ま

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
リ
ク
エ

ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
汲
み
取
る
か
？
感
じ

取
る
か
？
地
域
か
ら
望
ま
れ
る
ラ
イ
オ
ン

ズ
に
な
る
た
め
に
は
、
奉
仕
活
動
の
原
点
を

再
確
認
し
、
前
を
向
い
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

浅
野
健
L　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
経

浅野浩章
GMT委員会副委員長

 (石巻日和LC)

小野寺淳一
GLT委員会副委員長

 (仙台ニューポートLC)

松田弘美
GST・国際関係・YCE・レオ委員長

兼キャビネット副幹事
（石巻日和LC）

ライオンズクラブ座談会
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こ
れ
か
ら
の

奉
仕
の
あ
り
方
と
は
？

司
会　
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ

に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
お
話
し
を
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
の
お
話
か
ら
は
、
今
期
の
永
冨
ガ
バ
ナ

ー
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
を
1
人
で
も
多
く
の

方
へ
伝
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
思
い
が
し
っ

か
り
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

で
は
、
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
奉
仕
の
あ
り

方
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

涌
谷
の
浅
野
L
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

浅
野
健
L　
こ
れ
か
ら
の
奉
仕
の
あ
り
方
と

し
て
、
地
域
が
望
む
悲
痛
な
る
支
援
の
情
報

や
機
会
を
収
集
す
る
こ
と
が
第
一
歩
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
も
っ
と
も
な

理
由
を
つ
け
な
が
ら
自
分
た
ち
の
都
合
で

奉
仕
を
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

L
C
I
F
を
は
じ
め
と
す
る
献
金
や
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
事
業
が
活
動
の
主
と
な
る
な
ら

全
員
が
地
区
の
直
属
の
会
員
で
い
い
は
ず
で

難
し
い
こ
と
も
手
を
取
り
合
う
こ
と
で
、
地

域
の
方
々
の
様
々
な
思
い
に
応
え
て
い
く
こ

と
は
可
能
な
は
ず
で
す
。

永
冨
ガ
バ
ナ
ー　
本
日
の
話
を
聞
い
て
、
と

て
も
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
活
動
を
通

し
て
、
リ
ー
ダ
ー
や
メ
ン
バ
ー
は
育
ち
ま

す
。
実
際
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
様
々
な
活
動
を

各
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
活

動
は
ま
だ
ま
だ
認
識
し
て
い
た
だ
け
て
い
な

い
と
い
う
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
本
日

い
た
だ
い
た
様
々
な
ご
意
見
や
考
え
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
残
り
の
任
期
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
各
リ
ジ
ョ
ン
が
さ
ら
に
活
性
化
す

る
よ
う
に
活
動
い
た
だ
け
る
こ
と
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
会　
以
上
で
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
座
談

会
」
を
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

様
々
な
お
話
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

実
で
す
。
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
を
認
識
す
る

か
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
活
動
す
る
こ
と
が
こ

れ
か
ら
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
・
ゾ
ー
ン
・
リ
ジ
ョ
ン
単
位

で
一
緒
に
取
り
組
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し

て
、
清
掃
活
動
は
重
要
か
つ
取
り
組
み
や
す

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
と
思
い
ま
す
。

小
野
寺
一
昭
L　
金
銭
的
支
援
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
人
的
支
援
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
く
方
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
社
会
に
伴
い
増
加
傾
向
に
あ
る

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
一
環
と
し
て
、
地
域
ご
と

に
定
期
的
な
ラ
ジ
オ
体
操
等
の
開
催
や
高
齢

者
向
け
の
座
談
会
を
今
日
の
座
談
会
の
よ
う

に
実
施
し
、
前
向
き
な
考
え
方
の
啓
蒙
活
動

な
ど
が
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

北
川
L　
こ
れ
か
ら
の
奉
仕
の
あ
り
方
を
考

え
た
時
、
私
は
ボ
デ
ィ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

重
要
性
を
感
じ
ま
す
。
実
際
に
体
を
動
か

し
、
喜
ん
で
い
る
方
々
を
見
て
、
奉
仕
の
喜

び
を
体
感
す
る
と
い
う
原
点
を
取
り
戻
す
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
金
銭
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

だ
け
で
は
中
々
そ
う
し
た
奉
仕
の
喜
び
を
感

じ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で

現
在
は
、
会
員
減
少
を
背
景
と
し
て
各
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
合

併
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
合
同
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
な
ど
積
極
的
に
行
い
、
奉
仕
の
喜
び

の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
奉

仕
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
少
人
数
で
は

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
毎
に
状
況
や
環

境
が
違
い
、
求
め
ら
れ
る
奉
仕
も
違
っ
て
い

る
こ
と
こ
そ
、
単
一
ク
ラ
ブ
が
世
界
中
の
各

所
に
存
在
し
て
い
る
理
由
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
奉
仕
を
受
け
る
側
と
す
る
側
の

思
い
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
背
景
を
理
解
し
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
力
を
借
り
な
が
ら
単
一
ク
ラ
ブ

が
中
心
と
な
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
こ
れ
か
ら
の
奉
仕
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま

す
。
も
う
一
つ
、
東
日
本
大
震
災
後
ア
ラ
ー

ト
委
員
会
に
籍
を
置
い
た
経
験
か
ら
で
す

が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
主
と
な
っ
て
で
き
る
こ

と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
被
災
地
支
援
の

実
際
の
現
場
は
、
専
門
性
が
高
く
、
資
格
や

経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
高
度
な
内
容
で
す
の

で
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
し
て
は
、
二
番
手
・
三
番

手
（
後
方
支
援
）
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
そ
の
立
場
を
確
立
し
て
い
く
方
が
潔
く
、

内
容
も
明
確
に
な
り
活
動
の
幅
も
広
が
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

浅
野
浩
章
L　
昔
か
ら
継
続
し
て
い
る
活

動
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
世
の
中
の
変
化

に
あ
っ
た
新
し
い
奉
仕
活
動
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
内
で
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
に
つ
い
て
話
し
合
う
時
間
を
も
っ
と
と

り
、
私
た
ち
の
活
動
の
意
義
を
会
員
同
士

で
理
解
し
、
互
い
に
高
め
合
う
こ
と
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

小
野
寺
淳
一
L　
子
供
た
ち
の
こ
と
、
地
域

で
の
こ
と
、
各
種
団
体
で
と
問
題
は
潜
在
的

に
あ
り
、
中
々
キ
ャ
ッ
チ
し
づ
ら
い
の
も
事

永冨淳次
ガバナー

（名取LC）

浅野	健
涌谷LC会長
 (涌谷LC)
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活
動
報
告

F
W
T
委
員
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
乱
用
防
止
委
員
会

新入会員／L.中
なかむら

村 厚
あつし

スポンサー／Ｌ.中村　等
入会日／2020年7月1日（水）

新入会員／L.湯
ゆ ざ わ

澤 一
か ず や

也
スポンサー／Ｌ.湯澤 典男
入会日／2020年7月1日（水）

左から	Ｌ.中村等	（会長）	
　　　	L.湯澤一也	（新入会員）
　　　	L.湯澤典男	（スポンサー）

左から	Ｌ.中村等会長	（スポンサー）	
　　　	L.中村厚	（新入会員）

入
会
動
機
・
抱
負

◇
微
力
な
が
ら
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
一
助
に
な
れ

れ
ば
と
思
い
、
入
会
い
た
し
ま
し
た
。
為
す
べ

き
こ
と
を
為
し
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

◇
随
所
に
従
と
な
り
、
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
。「
継
続
は
力
な
り
」で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

入
会
動
機
・
抱
負

◇
以
前
よ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
で
あ

る
父
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
の
精
神
に
則

り
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
社
会
に
わ
ず
か
な
が
ら

で
も
、
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

◇
少
数
の
会
員
で
役
割
も
多
く
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
歴
史
の
あ
る
仙
台
宮
城
野
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
発
展
に
努
力
し
て
下
さ
い
。

　

10
月
18
日（
日
）、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
お
い

て
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育
認
定
講
師
養
成
講
座
を（
公
財
）麻

薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス

ト
・
薬
物
乱
用
防
止
委
員
会
が
共
催
し
ま
し
た
。
新
規
・
更

新
の
資
格
取
得
者
が
25
名
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
受
講
者
が
9

名
、
計
34
名
の
ラ
イ
オ
ン
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
行
政
か
ら
厚
生
労
働
省
、
宮
城
県
教
育
庁
、
宮

城
県
保
健
福
祉
部
、
昨
年
に
続
き
、
基
礎
医
学
講
座
は
Ｇ
Ｓ

Ｔ
・
臓
器
移
植
・
糖
尿
病
対
策
支
援
副
委
員
長（
仙
台
エ
コ
ー

Ｌ
Ｃ
）
医
学
博
士
の
山
口
克
宏
Ｌ
、
実
践
講
座
は
Ｌ
Ｑ
・
薬

乱
防
止
副
委
員
長（
白
石
益
岡
Ｌ
Ｃ
）の
富
岡
和
弘
Ｌ
が
行
い

ま
し
た
。

　

小
・
中
・
高
等
学
校
で
講
座
依
頼
が
あ
っ
て
も
講
師
が
務

ま
る
よ
う
に
、
受
講
者
に
は
、
富
岡
和
弘
Ｌ
が
作
成
し
た
、

台
本
付
き
実
践
講
座
の
教
材
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
練
習

は
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
の
言
葉
に
直
し
て
、
ま
ず
は

取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
山
口
克
宏
Ｌ
か
ら
は
、
45
分
の
基
礎
医
学
講
座
の

内
容
で
良
け
れ
ば
、
会
員
向
け
の
啓
発
に
協
力
し
て
頂
け
る

と
の
お
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
夜
の
例
会
で
あ
れ
ば
、
調

整
で
き
る
そ
う
で
す
。
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
の
ク
ラ
ブ
例

会
を
企
画
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

ご
連
絡
は

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
乱
用
防
止
委
員
長

Ｌ
新
木
経
嗣（
石
巻
日
和
Ｌ
Ｃ
）

　

F
W
T
委
員
会
主
催
の
「
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
で
ス
ト
レ
ス
を
吹

き
飛
ば
そ
う
」
と
い
う
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
ラ

フ
タ
ー
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
葉
由
佳
先
生
。
ラ
フ

タ
ー
ヨ
ガ
は
、
笑
い
と
深
呼
吸
を
組
み
合
わ
せ
た
健
康
体
操

で
、
こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ
を
楽
に
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
Z
O
O
M
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
あ
り
、
参
加

総
数
37
名
で
、
そ
の
内
6
名
が
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
で
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
し
離
れ
た
場
所
に
い
て
も
交
流
が
で
き
た
の
で
、

ぜ
ひ
ラ
イ
オ
ン
の
拡
充
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1R1Z   仙台宮城野LC（会長／L.中村	等）

Z
O
O
M
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
で

ス
ト
レ
ス
を
吹
き
飛
ば
そ
う

薬
物
乱
用
防
止
教
育
認
定

講
師
養
成
講
座
を
開
催

日
時
◇
2
0
2
0
年
10
月
15
日（
木
）

場
所
◇
仙
台
・
岩
沼
・
石
巻（
集
合
）、
各
地（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

日
時
◇
2
0
2
0
年
10
月
18
日（
日
）

場
所
◇
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

▲
オ
ン
ラ
イ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
画
面

　
会
場
参
加
の
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
挨
拶

　
上
部
に
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
皆
さ
ん
が

　
表
示
さ
れ
て
い
ま
す

▶
大
葉
由
佳
講
師
を
囲
ん
で

　
会
場
参
加
の
皆
さ
ん　
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4R1Z女 川 L C

以上提供できているので期待をされております。来場
者の方々も生秋刀魚が手に入るので喜んでいただき、
実行委員会も献血ありきの収穫祭となっております。

『石巻管内中学校
 女子ソフトボール大会』
　女川LC30周年事業の青少年育成事業としてスター
トしました。当時のソフトボール協会の理事長がクラ
ブ員で在席しており、ソフトボール大会を開催しようと
なったのが始まり。最初はリジョン規模で志津川の中
学校も参加し12～13校参加、2日間の日程で行われて
おりました。今期はコロナの影響によりソフトボール大
会は中止、学校に紅白幕を寄贈するアクティビティに変
更しました。
最後に…
　ライオンズ活動をするには金銭的に負担が大きい。
必要のないドネーションの撤廃（当初は遅刻、バッジ
忘れなどがあった）や誕生日、結婚式などの負担軽減
が必要です。年次大会、三役ミーティングなどの出席者
の個人負担を減少させクラブ負担にしたいと思ってい
ます。女川町の人口6,000人規模の地域ではクラブ活
動に限界もあるが、気持ちの良い楽しい例会、アクティ
ビティを展開していけるような持続可能なクラブ運営
が必要。第一例会は五役、第二例会は全員出席の会
食付きの楽しい例会としています。

『おながわ秋刀魚収穫祭での 
  献血活動』
　今年で23回目を迎えた女川の秋の風物詩「おなが
わ秋刀魚収穫祭」。第1回目のおながわ秋刀魚収穫祭
開催に伴って何かアクティビティをと思ったのが始まり
です。第1回目は姉妹クラブである河北LCにも参加し
ていただき女川魚市場で献血活動を行いました。
　当初は献血して頂いた方に秋刀魚のつかみ取りをし
ていただいていたが、採血の注射後ということもあり
網ですくった秋刀魚を取らせる方法に変更、その後実
行委員会で10本入りの箱を用意していただきお渡しす
るようになりました。多い時には400箱～450箱の秋刀
魚を用意して献血はドラム缶2本分にもなりました。9：
30～15：30までの時間で開催し、献血バス4台で採
血、合わせてビジョンバン眼の無料検診車も2台の規
模で行い、来場者は400～500人ほど。その中で実際
に献血できた方は8割ほどでした。イベントとして短時
間の献血量としては全国トップクラスではないでしょう
か？
　収穫祭開催に伴って世のため人のため何ができるか
という時に、血液が不足しているということで行動と場
所の提供を申し出ました。採血には時間がかかり2～
3時間待たせることにもなり苦情がでることもありまし
た。現在では整理券をお渡しし、1時間程度の待ち時
間に短縮できており、お待ちになる時間でイベントを楽
しんでいただいているようです。近年の秋刀魚の深刻
な不漁に伴い、生秋刀魚の手配が困難になっておりま
す。秋刀魚の加工品で代用しましたが、来場者の減少
がみられるようです。今後提供業者の経営難もあり維
持が難しく、収穫祭自体の存続も難しい状況になると
思われます。女川LCとしては継続していきたいアクティ
ビティですので、違った考え方も必要になってくると思
います。血液センターには秋刀魚が不漁でも200人分

ライオンみやぎ★特別企画

おらほの
アクト自慢

 おらほのアクト自慢・3
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中
間
報
告

2
0
2
0
年
7
月
～
10
月

Ｒ Ｚ クラブ名 M
J
F
＄
100

＄
50

＄
20

その他
個人（＄）

クラブ献金
（＄）

合計金額
（＄）

合計金額
（円換算）

1 1 仙台 4 0 0 0 0 0 4,000 430,312
1 1 仙台エコー 4 0 0 0 8.65 0 4,008.65 423,904
1 1 仙台五城 2 0 0 0 0 0 2,000 210,182
1 1 仙台宮城野 1 0 0 0 0 0 1,000 105,968
1 1 仙台いずみ 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 仙台東 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 仙台青雲 1 25 0 0 0 0 3,500 369,664
1 1 仙台泉中央 1 1 0 0 0 0 1,100 118,087
1 2 仙台青葉 6 0 0 0 0 0 6,000 643,858
1 2 仙台広瀬 0 0 0 0 0 264.23 264.23 28,000
1 2 仙台萩 2 0 0 0 0 0 2,000 211,059
1 2 仙台杜 2 9 0 0 0 0 2,900 308,246
1 2 仙台シティ 5 0 0 0 0 0 5,000 529,840

１Ｒ合計 28 35 0 0 9 264.23 31,772.88 3,379,120
2 1 名取 8 35 0 0 0 0 11,500 1,221,859
2 1 亘理 1 0 0 0 95 0 1,095 116,000
2 1 岩沼 0 18 0 0 0 0 1,800 190,779
2 1 柴田 0 2 0 0 400 180 780 82,607
2 1 大河原 0 3 0 0 0 200 500 52,984
2 1 丸森 0 0 0 0 0 0 0 0
2 1 山元 0 0 0 0 0 301.10 301.10 31,800
2 2 蔵王 0 0 0 0 0 0 0 0
2 2 川崎 0 0 0 0 0 500 500 52,984
2 2 白石益岡 0 4 0 0 0 94.66 494.66 52,245
2 2 村田 0 0 0 14 0 200 480 50,695
2 2 七ヶ宿 0 0 0 0 0 94.37 94.37 10,000

２Ｒ合計 9 62 0 14 495 1,570.13 17,545.12 1,861,953
3 1 塩釜 0 0 0 0 0 0 0 0
3 1 多賀城 0 0 0 0 0 0 0 0
3 1 七ヶ浜 1 0 0 14 0 0 1,280 135,639
3 1 仙台高砂 2 1 0 20 0 0 2,500 264,425
3 1 仙台いわきり 2 0 0 0 0 0 2,000 211,582
3 1 利府 0 0 0 0 0 0 0 0
3 1 仙台ニューポート 0 0 0 0 0 0 0 0
3 2 大和エコー 0 9 0 0 0 28 928 98,340
3 2 塩釜中央 0 0 0 0 0 0 0 0
3 2 富谷 0 6 0 0 480 0 1,080 114,448

３Ｒ合計 5 16 0 34 480 28 7,788 824,434
4 1 石巻 1 0 0 22 0 0 1,440 152,594
4 1 東松島 0 2 0 0 0 500 700 74,178
4 1 石巻中央 0 0 0 11 1,500 0 1,720 182,264
4 1 女川 0 0 0 0 0 283.11 283.11 30,000
4 1 石巻日和 1 14 0 0 0 0 2,400 254,322
4 1 石巻桃生 0 0 0 0 0 0 0 0
4 1 石巻河南 0 0 0 0 0 0 0 0
4 1 石巻めぐみ野 0 0 0 0 0 1,800 1,800 189,164
4 2 南三陸志津川 0 0 0 0 0 200 200 21,018
4 2 気仙沼 1 1 0 0 0 0 1,100 116,176
4 2 佐沼 2 0 0 0 0 0 2,000 212,669
4 2 中田 0 0 0 0 0 0 0 0

４Ｒ合計 5 17 0 33 1,500 2,783.11 11,643.11 1,232,385
5 1 古川 0 0 0 0 0 0 0 0
5 1 鹿島台 0 0 0 0 0 0 0 0
5 1 涌谷 1 0 0 0 0 1,000 2,000 211,936
5 1 古川古城 0 0 0 0 18.87 0 18.87 2,000
5 2 栗原若柳 0 0 0 0 0 500 500 52,984
5 2 古川中央 0 0 0 0 0 260 260 27,552
5 2 志波姫 0 0 0 18 0 0 360 38,021
5 2 築館 0 0 0 0 0 0 0 0
5 2 加美 0 1 0 0 0 0 100 10,758

５Ｒ合計 1 1 0 18 18.87 1,760 3,238.87 343,251
1 2 仙台結支部 0 0 0 0 0 0 0 0
1 2 仙台わかば支部 0 0 0 0 0 0 0 0
2 2 蔵王サクラ支部 0 0 0 0 0 0 0 0
4 2 石巻アゼリア支部 0 1 1 0 0 340 490 51,925
5 1 古川ＬＳＣ 0 0 0 0 0 0 0 0
支部・ＬＳＣ合計 0 1 1 0 0 340 490 51,925

総合計 48 132 1 99 2,502.52 6,745.46 72,477.98 7,693,068

LCIF献金
ライオン名 Ｒ Ｚ 所属クラブ 今期累計

（回数）
1 永冨　淳次 2 1 名取 2
2 菊地　禮蔵 1 1 仙台 1
3 小泉　正弘 1 1 仙台 1
4 今野		　交 1 1 仙台 1
5 高橋　　勲 1 1 仙台 1
6 阿部　善信 1 1 仙台エコー 1
7 北川　英之 1 1 仙台エコー 1
8 佐々木金治 1 1 仙台エコー 1
9 菅原　　博 1 1 仙台エコー 1
10 清水美奈子 1 1 仙台五城 1
11 田畑　英伍 1 1 仙台五城 1
12 中村　　等 1 1 仙台宮城野 1
13 武者　眞博 1 1 仙台青雲 1
14 阿部　千晴 1 1 仙台泉中央 1
15 岩本　政郁 1 2 仙台青葉 1
16 栗田		敏光 1 2 仙台青葉 1
17 小池　總明 1 2 仙台青葉 1
18 佐藤わか子 1 2 仙台青葉 1
19 月岡　義明 1 2 仙台青葉 1
20 平嶋　敬義 1 2 仙台青葉 1
21 岸　俊一郎 1 2 仙台萩 1
22 高橋　　淳 1 2 仙台萩 1
23 庄子　清一 1 2 仙台杜 1
24 庄司　洋子 1 2 仙台杜 1
25 角田　　司 1 2 仙台シティ 1
26 木村　清重 1 2 仙台シティ 1
27 佐々木好信 1 2 仙台シティ 1
28 庄司　　誠 1 2 仙台シティ 1
29 富樫　利和 1 2 仙台シティ 1
30 相澤十四男 2 1 名取 1
31 砂金　喜一 2 1 名取 1
32 齋藤　剛生 2 1 名取 1
33 佐々木圭亮 2 1 名取 1
34 菅井　誠次 2 1 名取 1
35 洞口　勝則 2 1 名取 1
36 黒崎　敏郎 2 1 亘理 1
37 佐藤　壮一 3 1 七ヶ浜 1
38 木川田明弘 3 1 仙台高砂 1
39 鈴木　伸俊 3 1 仙台高砂 1
40 加藤　茂男 3 1 仙台いわきり 1
41 佐山　正光 3 1 仙台いわきり 1
42 葛西　慶也 4 1 石巻 1
43 加藤　俊治 4 1 石巻日和 1
44 菅野　　潔 4 2 気仙沼 1
45 高田　光雄 4 2 佐沼 1
46 髙橋　和徳 4 2 佐沼 1
47 及川　善一 5 1 涌谷 1

LCIF MJF表彰
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Ｒ Ｚ クラブ名 個人献金
（円）

クラブ献金
（円）

合計金額
（円）

1 1 仙台 0 26,400 26,400
1 1 仙台エコー 40,000 32,800 72,800
1 1 仙台五城 0 19,200 19,200
1 1 仙台宮城野 0 3,200 3,200
1 1 仙台いずみ 0 28,800 28,800
1 1 仙台東 0 10,400 10,400
1 1 仙台青雲 0 20,000 20,000
1 1 仙台泉中央 50,000 8,000 58,000
1 2 仙台青葉 0 20,000 20,000
1 2 仙台広瀬 0 22,400 22,400
1 2 仙台萩 200,000 19,200 219,200
1 2 仙台杜 0 13,600 13,600
1 2 仙台シティ 0 16,800 16,800

１Ｒ計 290,000 240,800 530,800
2 1 名取 280,000 0 280,000
2 1 亘理 0 0 0
2 1 岩沼 20,000 30,000 50,000
2 1 柴田 0 0 0
2 1 大河原 0 0 0
2 1 丸森 0 0 0
2 1 山元 0 30,000 30,000
2 2 蔵王 0 0 0
2 2 川崎 60,000 30,000 90,000
2 2 白石益岡 40,000 30,000 70,000
2 2 村田 0 0 0
2 2 七ヶ宿 0 10,000 10,000

２Ｒ計 400,000 130,000 530,000
3 1 塩釜 0 0 0
3 1 多賀城 0 0 0
3 1 七ヶ浜 0 0 0
3 1 仙台高砂 0 0 0
3 1 仙台いわきり 10,000 0 10,000
3 1 利府 0 0 0
3 1 仙台ニューポート 0 0 0
3 2 大和エコー 0 24,000 24,000
3 2 塩釜中央 0 10,000 10,000
3 2 富谷 0 13,000 13,000

３Ｒ計 10,000 47,000 57,000
4 1 石巻 0 0 0
4 1 東松島 0 50,000 50,000
4 1 石巻中央 0 10,000 10,000
4 1 女川 0 20,000 20,000
4 1 石巻日和 0 20,000 20,000
4 1 石巻桃生 0 0 0
4 1 石巻河南 0 0 0
4 1 石巻めぐみ野 0 0 0
4 2 南三陸志津川 30,000 56,000 86,000
4 2 気仙沼 0 0 0
4 2 佐沼 0 0 0
4 2 中田 0 0 0

４Ｒ計 30,000 156,000 186,000
5 1 古川 0 50,000 50,000
5 1 鹿島台 0 0 0
5 1 涌谷 20,000 58,000 78,000
5 1 古川古城 0 2,000 2,000
5 2 栗原若柳 50,000 0 50,000
5 2 古川中央 0 50,000 50,000
5 2 志波姫 0 10,000 10,000
5 2 築館 50,000 0 50,000
5 2 加美 60,000 0 60,000

５Ｒ計 180,000 170,000 350,000
1 2 仙台結支部 0 2,000 2,000
1 2 仙台わかば支部 0 7,000 7,000
2 2 蔵王サクラ支部 0 0 0
4 1 石巻アゼリア支部 0 0 0
5 1 古川ＬＳＣ 0 10,000 10,000
ＬＳＣ・支部合計 0 19,000 19,000

総	合	計 910,000 762,800 1,672,800

合同アクティビティ基金献金
ライオン名 Ｒ Ｚ 所属クラブ 金額

（円）
1 高橋　　淳 1 2 仙台萩 100,000
2 岸　俊一郎 1 2 仙台萩 100,000
3 永冨　淳次 2 1 名取 100,000
4 阿部　千晴 1 1 仙台泉中央 50,000
5 相澤十四男 2 1 名取 50,000
6 砂金　喜一 2 1 名取 50,000
7 菅井　誠次 2 1 名取 50,000
8 中嶋　慶次 5 2 栗原若柳 50,000
9 菅原　勝直 5 2 築館 50,000
10 佐々木政子 5 2 加美 50,000
11 佐々木金治 1 1 仙台エコー 30,000
12 洞口　勝則 2 1 名取 30,000
13 髙橋　正衛 2 2 白石益岡 30,000
14 伊藤　　孝 1 1 仙台エコー 10,000
15 内田　洋一 2 1 岩沼 10,000
16 菅野　浩史 2 1 岩沼 10,000
17 柴田　駿一 2 2 川崎 10,000
18 鈴木　清安 2 2 川崎 10,000
19 佐々木　進 2 2 川崎 10,000
20 鈴木　正司 2 2 川崎 10,000
21 岡田　正光 2 2 川崎 10,000
22 小原　　毅 2 2 川崎 10,000
23 髙橋恵美子 2 2 白石益岡 10,000
24 加藤　茂男 3 1 仙台いわきり 10,000
25 沼倉　博希 4 2 南三陸志津川 10,000
26 千葉伊佐夫 4 2 南三陸志津川 10,000
27 佐藤　克哉 4 2 南三陸志津川 10,000
28 岩渕　幹夫 5 1 涌谷 10,000
29 久　　　勉 5 1 涌谷 10,000
30 熊谷　雅之 5 2 加美 10,000

合同アクティビティ基金献金 個人献金

　

2
0
2
0
年
6
月
30
日
付
で
、
仙

台
高
砂
Ｌ
Ｃ
の
佐
藤
護
Ｌ
、
石
巻
日

和
Ｌ
Ｃ
の
大
西
孝
志
Ｌ
と
新
木
経
嗣

Ｌ
の
３
名
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス

ト
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
を
日
本
初
受

賞
し
、
10
月
18
日（
日
）に
永
冨
淳
次

ガ
バ
ナ
ー
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
ク
ラ
ブ
、
地
域
、
地

区
、
ま
た
は
複
合
地
区
レ
ベ
ル
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
活
動
を
導
入

し
、
維
持
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
取

り
組
む
ラ
イ
オ
ン
へ
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
国
際

財
団
が
表
彰
し
て
お
り
ま
す
。

※1万円以上の方を紹介しています

ライオンズクエスト・
チャンピオン賞を日本初受賞
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　ガバナー公式訪問記念・第３Ｒ第１
Ｚ合同アクティビティとして、多賀城市
放課後児童クラブに図書を寄贈しまし
た。子どもたちは、コロナ禍にあり友
達と十分にふれあい遊ぶことの出来な
い状況です。室内で過ごすことも多い
この時期、よい本との出会いは子ども
たちの創造力を育み、言語能力や集中
力の向上、ストレスの解消など様々なメ
リットがあると言われています。いつ収
束するのか先の見えない中、このアク
ティビティが子どもたちの健やかな成長
に寄与できますことを心から願います。

　新型コロナウイルス感染拡大防止
に役立ててもらおうとコロナ禍の最前
線、石巻赤十字病院に1ℓ入りの手指
用アルコール消毒液30本（10万円相当）
を寄贈致しました。当クラブの葛西会
長は「医療現場の皆さんの尽力で多く
の命が救われていることに感謝。コロ
ナの早期終息を願いたい」と述べ目録
を石橋院長へ手渡しました。

　仙台市の泉高校前に集合し午前7時
20分行動開始でしたが、すでに自転
車の往来が激しい時間帯でした。参加
は仙台北警察署交通課4名、交通安
全協会7名、仙台市泉区役所区民課4
名、そして当クラブ2名の布陣でマナー
アップ、事故防止のアピールを行いまし
た。新型コロナウイルスの影響で今年
に入って初めてのマナーキャンペーンと
いうこともあって、参加の皆さんは大
変張り切っておりました。時間帯からし
て車の混雑、渋滞がひどく自転車の通
勤通学には危険がいっぱいの場所でし
た。それだけにマナーアップへの奉仕
活動を満喫した時でした。
※同アクティビティを10月15日に仙台商業高校
　前、11月16日に泉館山高校前で実施しました

　秋の交通安全週間に合わせ、4班
編成で石巻市日和が丘周辺のカーブミ
ラー100カ所の鏡面を一時間ほどかけ
磨き清掃しました。安心の地域づくりと
して交通事故のない通学や暮らしに役
立てれば良いと思います。

　当クラブ恒例のアクティビティとなり
ました絆盆栽支援を行いました。 6回目
の開催となりました今回も山形県酒田
市から講師の阿部様にお越しいただき
ました。コロナウイルスの影響もあり参
加人数は過去の開催よりも少なめでし
たが、感染対策を徹底してにっこり団
地の方 と々楽しく交流することができま
した。

  Activity
      Report

多賀城LC

仙台泉中央LC

石巻LC  

石巻めぐみ野LC 

3R 1Z

1R 1Z

4R 1Z

4R 1Z

日時◆2020年9月15日（火）
場所◆宮城県泉高校前
参加◆17名	内L2名

日時◆2020年9月27日（日）
場所◆石巻市日和が丘周辺
参加◆L14名

日時◆2020年9月25日（金）
場所◆石巻赤十字病院　会議室
参加◆L4名

日時◆2020年9月18日（金）
場所◆多賀城市役所
参加◆L6名

日時◆2020年10月3日（土）
場所◆石巻市北上地区にっこり自治会館
参加◆12名	内L5名

多賀城市放課後児童
クラブに図書の寄贈

カーブミラー清掃

石巻赤十字病院へ消毒
用アルコール30本寄贈

被災者集団移転地コミュニティ支援
「絆盆栽を愛する会」会長
阿部貢様による
鳴子水石を使った癒しの
ミニ石付き盆栽作り

自転車マナーキャンペーン
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332-C アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員 例会
出席率R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

1

1

仙 台 0 0 0 0 52 52 0 0 52 10 9 12 56.2
仙 台 エ コ ー 0 0 0 0 78 83 0 0 83 33 23 38 53.6
仙 台 五 城 0 0 1 8 44 45 0 0 45 15 8 17 66
仙 台 宮 城 野 0 0 1 6 2 4 0 0 4 0 0 0 100
仙 台 い ず み 0 0 2 21 37 38 1 0 39 2 0 0 33.3
仙 台 東 0 0 0 0 22 23 0 0 23 6 5 5 61.5
仙 台 青 雲 0 0 1 7.5 28 29 0 0 29 10 3 3 64
仙 台 泉 中 央 1 135,804 2 8 18 18 0 2 16 5 3 3 40.6

2

仙 台 青 葉 0 0 1 12 53 52 0 0 52 14 9 11 62
仙 台 広 瀬 1 53,600 0 0 26 28 1 0 29 1 0 0 58.6
仙 台 萩 2 150,000 1 24 41 41 0 0 41 14 8 11 53.3
仙 台 杜 0 0 0 0 30 30 0 0 30 12 11 13 70.5
仙 台 シ テ ィ 0 0 0 0 35 35 0 0 35 11 4 4 0

　 リ ジ ョ ン 小 計　 4 339,404 9 86.5 466 478 2 2 478 133 83 117

2

1

名 取 0 0 0 0 45 44 0 0 44 8 9 9 43.3
亘 理 0 0 0 0 15 16 0 0 16 4 4 4 80
岩 沼 1 10,447 1 22 28 28 0 0 28 13 10 12 100
柴 田 1 20,893 1 16 18 18 0 0 18 4 0 0 58.3
大 河 原 0 0 0 0 17 16 0 0 16 5 4 5 54.5
丸 森 0 0 0 0 13 13 0 0 13 5 5 5 87.5
山 元 0 0 0 0 22 22 1 0 23 7 6 6 61.7

2

蔵 王 0 0 0 0 24 23 0 0 23 9 6 9 0
川 崎 1 10,000 0 0 20 20 0 0 20 5 5 5 100
白 石 益 岡 1 0 0 0 15 15 0 0 15 6 6 7 100
村 田 0 0 0 0 19 18 0 0 18 4 5 8 100
七 ヶ 宿 1 10,000 0 0 9 9 0 0 9 3 3 3 100

　 リ ジ ョ ン 小 計　 5 51,340 2 38 245 242 1 0 243 73 63 73

3

1

塩 釜 1 10,000 2 12 22 20 0 0 20 4 5 7 76.9
多 賀 城 0 0 0 0 36 36 0 0 36 6 8 7 67.3
七 ケ 浜 1 11,000 0 0 18 18 0 0 18 5 4 4 78.5
仙 台 高 砂 4 184,860 2 25 39 39 0 0 39 16 15 19 82.5
仙 台 い わ き り 1 15,000 2 6 35 36 0 0 36 9 9 9 100
利 府 0 0 0 0 10 8 0 0 8 5 1 4 100
仙台ニューポート 0 0 1 4 19 19 0 0 19 4 4 3 100

2
大 和 エ コ ー 1 9,000 1 18 28 28 0 1 27 4 4 4 66.6
塩 釜 中 央 0 0 1 2 11 12 0 0 12 5 4 4 100
富 谷 1 31,880 1 0 24 25 0 0 25 8 5 7 53.8

　 リ ジ ョ ン 小 計　 9 261,740 10 67 242 241 0 1 240 66 59 68

4

1

石 巻 0 0 1 9 70 70 0 0 70 25 8 9 50
東 松 島 0 0 1 49 46 46 0 0 46 12 14 19 75
石 巻 中 央 1 3,000 0 0 19 19 0 0 19 8 4 8 54.5
女 川 1 123,900 0 0 14 14 1 1 14 1 0 0 71.4
石 巻 日 和 1 12,969 1 19.5 20 24 0 0 24 8 6 6 66.6
石 巻 桃 生 0 0 0 0 25 23 0 0 23 11 8 10 0
石 巻 河 南 0 0 0 0 28 28 0 0 28 10 10 11 66.6
石 巻 め ぐ み 野 3 102,784 2 15 32 32 0 0 32 12 7 13 61.1

2

南 三 陸 志 津 川 1 12,000 0 0 56 56 0 0 56 17 16 17 100
気 仙 沼 1 100,000 1 40 82 83 0 0 83 9 7 7 28.9
佐 沼 0 0 0 0 24 24 0 0 24 9 7 9 52
中 田 0 0 0 0 18 18 0 0 18 7 7 7 0

　 リ ジ ョ ン 小 計　 8 354,653 6 132.5 434 437 1 1 437 129 94 116

5

1

古 川 1 200,000 1 96 43 44 2 0 46 10 9 9 70
鹿 島 台 0 0 0 0 7 7 0 0 7 3 3 3 0
涌 谷 3 25,000 1 6 49 50 0 0 50 17 17 17 80.3
古 川 古 城 1 0 1 2 1 2 1 0 3 1 1 0 100

2

栗 原 若 柳 0 0 0 0 37 38 0 0 38 9 8 9 68.9
古 川 中 央 0 0 0 0 13 13 0 0 13 3 0 0 0
志 波 姫 0 0 0 0 29 27 0 0 27 10 9 9 80.5
築 館 0 0 1 8 18 18 0 0 18 7 5 5 80.7
加 美 0 0 0 0 12 14 0 0 14 4 0 0 92.8

　 リ ジ ョ ン 小 計　 5 225,000 4 112 209 213 3 0 216 64 52 52

332-C 合計 31 1,232,137 31 436 1,596 1,611 7 4 1,614 465 351 426

2020年11月度 マンスリー集計表 会員数 1,614名
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長
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　2020年6月13日付で、木川田明弘前ガバナーが、LCIF国際財団 グドラン 
イングバドター国際理事長署名で、ライオンズクエスト地区功労賞・ブロンズレ
ベルを受賞しました。ライオンズクエスト地区功労賞の受賞は日本国内では初
めてのこととなります。アワード付与時に在任中の地区ガバナーにはピンを授与
されます。木川田前ガバナー、誠におめでとうございます。

【ライオンズクエスト地区功労賞とは】
地区が支援したワークショップの特定数により、ゴールドレベル、シルバーレベル、ブロン
ズレベルの賞レベルがあり、ライオンズクエストの推進に従事していることを表彰します。
パートナーシップの発展、卓越した宣伝、ライオンズクエストの調整を行い、ライオンズク
エストプログラム・ワークショップを開催した地区は、この賞の対象となります。追加要件
として、ライオンズクエストプログラムを長期的に維持するための計画を立てること。学校
とのパートナーシップ、クラブの指導、またはプログラムの擁護に関与していること。地元
のライオンズクエスト活動に対する一般の認識を高めるためにメディアを活用すること。ラ
イオンズのニュースレターや出版物を活用して、地区、またはクラブのライオンズクエスト活
動に対する認識を高めること。5月15日までに記入済みの申請書をLCIF国際財団へ提出す
ることが条件となります。昨年度は全ての条件を満たしておりました。

木川田明弘前ガバナーが
ライオンズクエスト地区功労賞

ブロンズレベル初受賞！！

日本国内初

岩
沼
市
長
を
表
敬
訪
問


